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畜s'ーる WIENER PHILHARMONIKER 

Live Recording Edition 22 

CD1 ベートーヴェン

Ludwig van Beethoven 1770-1827 

プロメテウスの創造物 Op . 43 —序曲

国 DieGeschopfe des Prometheus Op. 43: Overture 5:57 

プラームス

Johannes Brahms 1833-1897 

ヴァイオリンとチェロのための二里協奏曲 イ短調 Op.102 

Double Concerto for Violin and Cello in A minor, Op. 102 
Das Doppe/konzert a-Moll fiir Violine, Violoncello und Orchester Op. 102 
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回 I.Allegro 17:39 
匡] II. Andante 8:08 
困 III.Vivace non troppo 9: 22 

CD2 

ヴァイオリン：ライナー・キュッヘル
チェロ：ロペルト・シャイヴァイン

Vn: Rainer Kiichl I Ve: Robert Sche,wem 

ドヴォルザーク

Antonin Dvo届 k 1841-1904 

交磐曲第9番ホ短調 「新世界より」Op.95 

Symphony No. 9 in E minor, Op. 95, B. 178, "From the New World" 

印 I.Adagio -Allegro molto 9:21 
回 II.Largo 13:09 
回 Ill.Molto vivace 7:49 
田 IV.Allegro con fuoco 11: 18 

ヴェルディ

Giuseppe Verdi 1813-1901 

歌劇「運命の力」序曲（アンコール）

国 Laforza del destino: Overture (Encore) 7:so 

リッカルド・ムーティ（指揮）

Riccardo Muti 
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

WIENER PHILHARMONIKER 

1975年4月3日： NHKホールライヴ録音 Live: 3.4. 1975 Tokyo, NHK Hall 



ヘッツェルの入団秘話
紺 戸 泣

指揮者と演奏者との関係から見て、今日 「どんな無理な要求でも、全部完樅にi演奏

して見せますよ」というスタンスをとるオーケス トラがほとんどという中で、ウィー

ン・フィルは過去から今日に至るまで、指揮者に向ける 「自分たちは音楽をこうしたい」

という欲求の圧倒的に強いオーケストラである。コンサートマスターのキュ ッヒルが、

ある イン タビューでの「良い指揮者とは？」という質IIIJに対し、 「私たちの音楽を邪I臨

しない指揮者」と言い放ったエピソードは、このオーケストラの性格を端的に余すこ

となく語っている。多少の誇張もあるだろうが、 実際ウィーン ・フィルの1ザI員の大部

分は、 「指揮者には従うもの」とはま ったく考えていないらしい。ひどい人に言わせる

と、「指揮者は仕事を時間どおりに終わらせるための整理人」だそうである。つまり、

音楽をやっているのは自分たちの方だと。では、この主張はいったい誰が指揮者に告

げるのだろうか？ 実は、これこそがコンサー トマスターの仕事にほかならない。代々

のコンサートマスターは、オーケストラを代表してウィーン・フィルがウィーン・フ ィ

ルであるための主張を、日ごと夜ごと全身で坦上の指揮者にぶつけてきたのである。

ウィーン ・フィルの名コンサート マスターとして今も って語り継がれるゲアハルト ・

ヘッツェルが、 山の事故で帰らぬ人となったのは、1992年の夏のことであった。このヘッ

ツェルがウィーンに登場することとなった背景は、その後の名声に比べて1止に余り知

られてはいない。

ウィ ーン・フィルは第二次世界大戦後、長いことコンサー トマスタ ー不足に悩まさ

れ続けてきた。シュナイダーハ ンは早々に退団、バリリ は右腕の疾患による浙奏制限、

セドラ ックは気づいたら 70歳に近い邸齢、ひとり残ったボスコフスキーは、いやでも

孤軍布IJりを強いられオーバーワーク寸前にまでなる。何としてもウィーンに育った生

粋のコンサート マスターが欲しい！それは当時のウィーン ・フィルの執念でもあった。
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そして、そして待ちに待った料き址、ウェラーの登場。これで自分たちの将米は水く

安泰、と r.11もが安培の胸をなでおろしたのも 束の間、何んと当のウ ェラーがその重沢

に耐えかねて、わずか 30歳でリタ イアしてしま った。1月係者は誰もが特、IIの前が真っ

賠になったことであろう 。自分たちの音楽的 j:_りtを代表してくれる コンサー トマスター

は、もうこのIll:には現れないのか？

そこヘベームがヘッツェルを紹介してきた。」969年のことである。ヘッツェルはシュ

ナイダーハンの蕉陶をスイスのルツェルンで受け、1961年のミュンヘン ・コンクール

第3位に輝く経）梵を持ってはいたが、ユーゴスラヴィア牛まれで前任はベル リン放送

交秤楽団のコンサー トマスタ ーであったなど、,,,時ウィーンでは、とてもではないが

n分たちの仲間のヴァ イオリニス トとは見なされていなかったらしい。加えてベーム

のそれが、 紹介とは名ばかりのかなり 強引な押 し込みだったことも手伝い、ヘッツェ

ルヘの反発はかなり 広がった。今炭のコンサー トマスター候補に、われわれの音楽的

j:_,;J泣を代表する脊格があるのか？そして、指揮者と対峠するだけのウィーンの行楽的

柑質を持ち合わせているのか？というわけである。ウィ ーン出身でないコンサート マ

スタ ーを受け入れる ことは、自分たちに脈々と受け継がれてきた音楽的アイデンティ

ティを失う ことにつながりかねない。この迷いは多くの1-:tlUの動揺を招いたに辿いな

い。 しかしながら、紆余1111折はあったものの、1969年 10月に （どうやら試JI!期間はなしで）

ヘッツェルはウィーン ・フィルのコンサー トマスターに就任したのである。

後日、 ウィ ーンにて箪者にこのような話を（ムえてく れた1具l係者がいた。

「ヘ ッツェルがやってき たと きは、 そりゃヒ ドかっ た。現状だけで考えたら11¥J辿いな

く使えなかったよ。でも俺たちはヤツの今ではなく ＂将米＂を買ったんだ。こりゃ鍛

えりゃモノになるとね。ところが入れて兄たら、その途端にバリリ もシヴォー （ウェラー

とIHI時にコンサー トマスターに就任したヴァイオ リニス ト）もやめちま って、本人もそりゃ

アワ食ったんだろうね。 目の色を変えて綽宵を始めた。そして これと 前後して、 俺た

ちが鍛え役を買おうと、ヒュープナーとシュ トレンク （ともに長老といえるような、 '1111炉

の第2ヴァイオ リン一のちに楽団長ーとヴィオラのソロ奏者）が自分たちの室内アンサンプ
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ルにヘッツェルを引っ張り込んだんだ。基礎から徹底的にやった。そしたらよ っぽど

厳しかったのか、 3年でモノになったね。」

また箪者は、この奎内アンサンプルが70年代前半に米Hしたとき、そのi演奏会,u:ii,jの
ゲネプロ（総合紬習）に如祭に立ち会った人から、次のような話をliflかされたことがある。

「会楊に入ったら、あと数時間で本番だというのに何んと若いチェロ奏者がひとりで

ロング トーン （左手は弦を押さえず、弓を持った右手だけで長い音の発音練習をすること）を

させられていて、楽器を床にi怪いた ヒュープナーとシュト レンクが、 2人して苫虫を噛

み沿 したような頻で 「Nicht... nicht! (だめ、だめ！ ）」 と言っ ているんだよ。本番匝前

だよ。ヘッツ ェルは、息を呑んだまま前かがみにな って ピク リとも動かない。あり や

その前に同じことさせられていたんじゃないのかなあ。」

恐らくヘ ッツェ ルの鍛え役を買って出た団貝は、この 2人だけではあるまい。ウィー

ンの音楽的アイデンテイティの行方に危機感を彦知らせ、 同時にヘッツ ェルの将米にそ

れを賭けた人々の逸話は、いくつも伝承されている。

「コンサー トマスターを鍛える！」本当だとしたら （喰者は多分本当だと息っている。）

ウィーン ・フィルの教育システムは、いかなるメソードにも負けない世界随一のもの

であるといえるだろう 。

こうしてヘッツ ェルは、数年のIIりに急速な成長を遂げ、70年代の中頃にはみごと

ウィーンの音楽的主張を代表する、 押 しも押されもせぬ名コンサー トマスタ ーヘと変

貌していったのである。

このCDにおいて1稔けるムーティとの油奏会は、1992年6月。当日を担当したコンサー

トマスターが訛であったのか、正確な記録は詳らかでない。 しかし、その後の巡命を

知らないヘッツェルが、最後の光茫を放っていた時期にあたる。

そのヘ ッツェ ルが突然にいなくなった。そうしたら、今度はキュッヒルと ヒンク （と

もにコンサー トマスター）の目の色が急に変わったそうである。ヘッツ ェルは、自身が

剃岡に鍛え上げられたことで、ウィ ーン・フィルのコンサー トマスターのあり方を、

今一度はっき りと示したといえるのではないだろうか。
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ムーティとウ ィーン・ フィル

ウィーン・フィルの 1975年米[I公浙といえ

ば、我がl •Iの i'i楽フ ァ ンの間にあっては、古典、

ロマン派音楽の権化とされていたベーム指揮

による NI-IKホールでの一述のコンサー トが、

伝説として，語られてきた。NHKにより収録さ

れた i'i源が','-くからレコード化され、繰返し

発北されてきたこともそれを促 したlfJiがある

だろう 。

この米II公演にベームと同行し、既に 80歳

と邸齢のベームに代わって日本各地での公iiii

を上に担ったのが、当時弱冠 34歳であ った

リッカルド・ムーティであった。

ムーテ ィは、 1972年にはフィラデルフィア

狩弦楽団、ニュー・フィルハーモニア狩弦染間、

ベルリン ・フィル、そしてザルップルグ音楽

祭ではウィーン ・フィルヘと、更に翌 73年に

はウィーン国立歌劇場 （〈アイーダ〉）、シカゴ

交評楽団、そしてボス トン父押楽liljへといっ

た具合に、続々と名I'りにデピューし、その奸

き格別の才能は忽速に世界の楽閉に乳忍伏IIされ

つつあった。 しかし、今以上にレコー ドを辿

じてという 「符見」を強いられていた当時の

我が国において、ムーティについては、 73年

にニュー ・フィルハーモニア箭弦楽団の前ff
指揮者に就任したことが報じられ、カパリエ、

ドミンゴ、コ ッソット、ギャウロフといった

名歌手を擁して今なお古典的名盤とされてい

る 〈アイーダ〉がデピュー盤として紹介され

ていた程度であった。

しかし、 「E逹の民 t制」と呼ばれる i'I-i=.i'I 
1ドの迎‘党のドで、 「最，＇，・りのディレ ッタン ト集1寸l」
として、 l'Iらの指揮台に迎える者のII利きに

かけては最もや辣な'J'IJI祈者でもあるウ ィーン・

フィルが、ムーティというt紗I]の炸き才能を

どのように遇していたのかは、ここに何より

も 「;-,・.」 として女II実に刻み込まれていたとい

うことになろう。

リッカル ド士ム=えふ

」941年、ナポリに生を半ける。生地の;"i染

院でピア ノを、次いでミラノ・ジュゼッペ・ヴェ

ルデイ1'¥-楽院でfnll1と指揮を修める。

1967年、グイド・カンテルリ i"li硲指揮者コ

ンクール優勝。翌年、フィレンツ ェ/1.JJh・ 楽

祭狩弦楽団灯席指揮者に就任。71年カラヤン

によ ってザルップルク音楽祭に招かれ 〈ドン ・

パスクワーレ〉を指揮。これがウィーン ・フィ

ルと初の共演となる。

1973年には、クレンペラーの跡を殷って、

ニュー ・フィルハーモニア符弦楽団主），竹指揮

者、 80年には、ムーティのオに惚れ込んだオー

マンディ (Iらの!Ff煎りで、フィラデルフィ ア

'r', 弦楽団,"i楽監将となり、コンサート形式に

よるオペラ公祇など、ムーティならではの新

機袖で好評を得る。

1 990 年代以降、ウイーン・フィルと 「 •Jf'.必

lこの首席指揮者」としての密接な関係を維持
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しながら、 1986年から 2005年の間は、ミラノ・

スカラ座の音楽監r1として、そのアンサンプ

ルのレベルを引き上げたと評価される歴史的

な業紹を辿した。

その後、 2010年よりシカゴ交押楽団音楽監

悴に就任し現在に至っており、ムーティ ／シ

カゴ特の録音第一弾となった圧倒的なヴェル

ディ 〈レクイエム〉は、第 53回グラミー伐で

年間li~1優秀クラシックアルバムに選出された。

他方で、 2004年以米、若手音楽家の育成を

目的として、 ラヴェンナ音楽祭を基盤の一•つ

として自らケルピーニ箭弦楽団を組織し、指

祁に当たっている。

ライナー ・ キュ~レ
1950年、下オーストリア・HI、ヴァル トホー

フェン ／イプス生まれ，ウィーン ・フィルの

ヴァイオリニストの多くを育てた名教師 F・

サモヒル門下。

1971年、国立歌劇場管入団と同時に、通常

は数年を経て認められるフィルハーモニー、

更に名巻ある宮廷楽団（ホーフ ・ムジーク ・

カペレ）奏者にも任じられる。

とくに、」992年に起きたゲルハルト・ヘ ッ

ツェルの不慇の事故死以後は、変革期のウイー

ン ・フィルを第 1コンサー トマスターとして

名実共に率いてきた。
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また、ソリストとしての活動の他、 キュッ

ヒル四重奏団、 H・コル、 W・シュルツ、 P・シュ

ミードル、 G・ヘーグナーといった同僚中の

名手逹とウィーン・ リング・アンサンプルを

結成しての活動で、わが国の聴衆にもとくに

馴染み深い。

ロベルト・シャイヴァイン

1935年、ウィーン生まれ。F・リ ッチャウアー

門下。 フォルクスオーパー箭を経て、 1960年

に国立歌劇場管入団。1962年、フィルハーモ

ニー囲員となり、 1966年からは宮廷楽団奏者

にも任じられる。

近年までウィーン ・フィルの頻の一人とし

て活蹄した F・バルトロメイと、その師であ

るエマヌエル ・プラベッツを繋ぐ世代として、

長年、首席奏者としてウィーン・フィルの屋

台骨を支えるとともに、ウェラー四重奏団の

メンバーとして舌を内楽の分野でも活躍した。

1997年退団。惜しくも 2011年に亡くなった。

限られたソリストしか招かないウィーン ・

フィルにおいては、首席奏者達による協奏1ll1

は一種の伝統だが、東京、大阪、そしてウィー

ンで、キュッヒルとともにムーティの指抑で

浙奏した、この 75年のプラームスは、シャイ

ヴァインのキャリアにおいて忘れ難い印象を

与えるハイライトであったと、彼の訃を伝え

る同フィル公式サイ トに特箪されている。

（河原融）




